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地域医療連携室長 吉野 清志発行責任者
伊豆急下田駅から徒歩10分圏。路線バスのバス停も
目の前にあり、電車やバスでスムーズに来院いただけ
ます。また、敷地内に300台収容の駐車場を用意して
おります。

ア
ク
セ
ス

　当院の地域包括ケア病床についてご案内させて頂きます。

　当院はもともと急性期病床のみで開院しましたが、救急医療だけでなく在宅復帰

支援や在宅医療介護療養の後方支援といったニーズに応え地域包括ケアの機能

を含めた幅広い医療を提供すべく、2013年10月に3B病棟をすべて回復期リハビリ

テーション病棟に転換し、2016年4月に3A病棟の一部を地域包括ケア病床に転換致しました。

　地域包括ケア病床は主にポストアキュート機能として、院内において急性心不全、重症肺炎、整形

外科や消化器外科の術後等の急性期を脱した方を中心に運用しておりますが、院外からの患者様も

ターミナルケアを含めて積極的に受け入れております。最近では、医療頻度が高く介護施設での利用が

困難な方の医療ショートステイやレスパイト入院に加え、早急に生活支援調整が必要な場合など一時

的に入院でお預かりし、その間に地域包括支援センターやケアマネージャー等と連携し自宅退院調整

を図るといった、現状に即した対応も取っております。

　16床と限られた病床数であり、急性期病床からの転棟といったポストアキュート機能も担っているため

ベッド調整が困難な場合もありますが、地域住民の方が安心してこの住み慣れた地域で過ごして頂ける

よう、医療・介護・障害福祉の多職種の方と連携を図りつつ、この地域包括ケア病床をうまく活用し

ながら支援を進めたいと考えています。　　

　窓口は地域医療連携室となりますので、お気軽にご相談下さい。

　サービス向上委員会は患者様に対するサービスについて調査、検討、提案し当院を利用される患者様に
対するサービス向上を目的とし平成25年より活動を始め、毎月委員会を開催し現在に至ります。主な活
動内容は患者様からのご意見、入院患者様アンケートの集計、これらに基づいた院内サービス環境の整
備、該当部署への通知と対応策の依頼、患者様のご意見に対する回答掲示を行っております。この他にも
院内にいながら季節を感じ和んでいただけるように敬老の日・ひな祭り・こどもの日や七夕・クリス
マス・お正月など季節の飾り付けを1階エントランスにて実施しております。
　本来であればこれらの他にも患者様満足度調査や例年行っている構内清掃なども計画しておりますが、
コロナ禍ということもありしばらくは実施出来そうにありません。十分な活動が出来ない状況ではあり
ますが、今後も病院内の各部署と連携を取りながら、患者様サービスの向上に努めてまいります。
お気づきの点がございましたら些細なことでも結構ですのでご確認をお聞かせいただければ幸いです。

地域包括ケア病床について
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地域包括ケア病床について

地域医療研修 ／ リハビリテーション科 臨床実習の感想

下田メディカルセンター 名誉院長のご挨拶
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　木曜日の内科初診外

来を担当している竹内

郁人と申します。

　2017年から外来を

担当するようになり、

5年目となります。同年

から順天堂大学静岡

病院の救急診療科に

勤めておりました。伊豆半島の救急医療に

携わり、この地域でさらに良い医療を提供する

ために出来ることを考えるようになりました。

　現在は、地域の医療を学ぶために、同じ賀茂

地区の病院に勤めています。このような経験を

活かし、当院で出来る最善の治療、必要時には

適切に高次医療機関にご紹介できるような診

療を心がけています。心配なことや、不安なこと

があれば気軽にお声かけ下さい。

名誉院長 ご挨拶

　この度は８週間にわたり臨床実習の機会を与えて下さりありがとうございました。

　短い期間でしたが、実際に患者さんと接し学校の授業ではわからない評価や治療、現場での難しさを身を

以て痛感し、大変貴重な経験となりました。また、今回の実習で経験したことでより一層患者さんの状態を良く

したいという思いが強くなり、自分を磨きたいと感じました。

　実習期間中、先生やその他のリハビリスタッフの方々にも温かく丁寧にご指導して頂きました。私自身に

過度な緊張や負担が掛からないように配慮して下さり、とても快適に集中して過ごせました。また、施術中も

患者さんと多くのコミュニケーションを取っており、アットホームな明るい職場だと強く感じ、身構えることなく

楽しく取り組めたと思います。

　最後になりますが、新型コロナウイルスにより大変な状況の中で臨床実習が行えたことに深く感謝

いたします。この度は本当にありがとうございました。

研修医  重井 和真

Dr.
クローズアップ

　はじめまして。地域医療研修として下田メディカルセンターで研修させて頂いており

ます、研修医の重井和真と申します。出身は鹿児島県の奄美大島で、普段は神奈川県

にある海老名総合病院に勤めております。

　志望は呼吸器内科ですが、総合診療・高齢者医療にも興味があり将来的には島での

医療を行うことも考えて、下田地域の医療のほぼ全てを担う下田メディカルセンターへ

勉強させて頂きたく参りました。加えて、海が大好きなので下田の綺麗な砂浜と海に

惹かれて、ぜひ夏に訪れたいと7月の研修を希望しました。

　病院にはその謳い文句通り、本当に様々な疾患をもった患者さんがいました。いくつもの科にまたがる

ような、複雑な病態の患者さんを数人の内科医師で診ており、先生方の知識の幅広さ、思考の深さに

驚きました。90歳で歩いて来院される方が珍しくなく、元気な高齢者が多いことも印象的でした。また

外科、整形外科の手術にも多く参加させて頂き、今まであまり関わったことがなかった慢性疾患の手術

も経験させて頂きました。スタッフがかなり少ない中で手術を行う外科、整形外科の先生方の知識と

経験、技術はこの地域だからこそハイレベルなものであると感じました。

　生活面では、全く縁もゆかりもない土地での生活に当初は不安だらけでしたが、全くの杞憂でした。寮から

すぐ近くにスーパーやコンビニがあり、観光地なこともあって温泉や美味しい料理屋さんがたくさんあって、

大変魅力あふれる町でした。コロナ禍ということもあり、あまり会食にはいけませんで

したが、上級医の先生にお家に呼んでいただき少人数でご飯をいただいたり、美味しい

鰻をお土産にいただいたり、お忙しい中いつも私に気を回して頂きました。

　下田での経験を今後の医療、そして将来の進路にも活かしていけたら良いなと思い

ます。あと数日の研修も頑張ります。

　本年３月一杯で定年となり、６年間務めさせていただいた下田メディカル

センター病院長の職を退きました。この間、医師会の先生方を始めとして、

多くの関係者の皆さまに多大のご支援をいただきましたことに、改めて深く

感謝申し上げます。

　家族が横浜在住ですので４月以降は自宅近辺での勤務も考えました

が、現在診させていただいている多くの患者さんの診療を継続させたい

との思いや、賀茂地域での脳神経外科診療の欠落を自分なりに許容

出来なかった事等から、名誉院長の立場をいただき、これまで通り常勤

医として脳神経外科の診療に従事致しております。そこで、今回は当院

で行っている脳神経外科の診療について紹介させていただきます。

　脳血管障害、腫瘍、頭部外傷等、脳神経外科疾患主体に、てんかん、認知症、頭痛、パーキンソン病

等の神経内科的疾患を含めて、脳神経に関わる疾患を幅広く診させていただいています。脳梗塞急

性期の重要な治療手段である血栓溶解療法(t-PA療法)も、対応可能な体制を整えています。手術治

療は(正常圧）水頭症、慢性硬膜下血腫の手術を当院で日常的に実施しています。その他の開頭術

等は順天堂大学静岡病院等にお願いして、術後は緊密な連携を図り当院でフォローしています。そ

の他、顔面痙攣や脳卒中後の上下肢痙縮に対するボトックス注射療法、片頭痛に対する最新の注射

治療も実施しています。

　皆さまには脳神経関係の疾患でお困りの際には、気軽に当科にご紹介いただきますようお願い致します。

下田メディカルセンター 名誉院長　畑田 淳一

　初めまして、内科の村松賢一です。

　順天堂大学医学部付属静岡病院救急

診療科所属で毎週水曜日内科初診外来、

救急外来を担当させていただいています。

　今年度より下田メディカルセンターに

勤務させていただき4ヶ月が過ぎました

が、まだ慣れない部分も多々あり、皆様

にはご迷惑おかけしていますが、忙しい

ながらも非常に充実した毎日を過ごさせていただいています。

　普段は疾患を問わず診療する救急診療科に所属している

ため、何かお困りのことありましたら内科疾患に問わず、お訪ね

ください。順天堂ではドクターヘリや重症患者の集中治療を

メインに担当させていただいています。順天堂、下田メディカル

での勤務を通じて静岡県東部の医療に何かひとつでも貢献でき

るよう尽力していく所存でございます。

　まだまだ未熟な面が多いですが、精一杯診察させていただき

ますので、今後とも何卒よろしくお願いいたします。

内 科

竹 内  郁 人
た け う ち        　い くと

内 科

村 松  賢 一
む ら ま つ        け ん い ち

リハビリ臨床実習を終えて

地 域医療 研 修レポ ート

リハビリテーション科 臨床実習生より感想を頂きました。

※プライバシー保護の為、学校名・氏名は伏せさせて頂きました。
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ください。順天堂ではドクターヘリや重症患者の集中治療を

メインに担当させていただいています。順天堂、下田メディカル

での勤務を通じて静岡県東部の医療に何かひとつでも貢献でき

るよう尽力していく所存でございます。

　まだまだ未熟な面が多いですが、精一杯診察させていただき

ますので、今後とも何卒よろしくお願いいたします。

内 科

竹 内  郁 人
た け う ち        　い くと

内 科

村 松  賢 一
む ら ま つ        け ん い ち

リハビリ臨床実習を終えて

地 域医療 研 修レポ ート

リハビリテーション科 臨床実習生より感想を頂きました。

※プライバシー保護の為、学校名・氏名は伏せさせて頂きました。
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　TEL.0558-62-0005

しらはまクリニック(外来)
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　TEL.0558-27-3700
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　〒415-0152 静岡県賀茂郡南伊豆町湊674
　TEL.0558-62-6800

海老名ケアサポートセンター
(今里クリニック・介護住宅事業所・サービス付高齢者向け住宅)
　〒243-0423 
　神奈川県海老名市今里一丁目10番12号
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発  行

地域医療連携室長 吉野 清志発行責任者
伊豆急下田駅から徒歩10分圏。路線バスのバス停も
目の前にあり、電車やバスでスムーズに来院いただけ
ます。また、敷地内に300台収容の駐車場を用意して
おります。

ア
ク
セ
ス

　当院の地域包括ケア病床についてご案内させて頂きます。

　当院はもともと急性期病床のみで開院しましたが、救急医療だけでなく在宅復帰

支援や在宅医療介護療養の後方支援といったニーズに応え地域包括ケアの機能

を含めた幅広い医療を提供すべく、2013年10月に3B病棟をすべて回復期リハビリ

テーション病棟に転換し、2016年4月に3A病棟の一部を地域包括ケア病床に転換致しました。

　地域包括ケア病床は主にポストアキュート機能として、院内において急性心不全、重症肺炎、整形

外科や消化器外科の術後等の急性期を脱した方を中心に運用しておりますが、院外からの患者様も

ターミナルケアを含めて積極的に受け入れております。最近では、医療頻度が高く介護施設での利用が

困難な方の医療ショートステイやレスパイト入院に加え、早急に生活支援調整が必要な場合など一時

的に入院でお預かりし、その間に地域包括支援センターやケアマネージャー等と連携し自宅退院調整

を図るといった、現状に即した対応も取っております。

　16床と限られた病床数であり、急性期病床からの転棟といったポストアキュート機能も担っているため

ベッド調整が困難な場合もありますが、地域住民の方が安心してこの住み慣れた地域で過ごして頂ける

よう、医療・介護・障害福祉の多職種の方と連携を図りつつ、この地域包括ケア病床をうまく活用し

ながら支援を進めたいと考えています。　　

　窓口は地域医療連携室となりますので、お気軽にご相談下さい。

　サービス向上委員会は患者様に対するサービスについて調査、検討、提案し当院を利用される患者様に
対するサービス向上を目的とし平成25年より活動を始め、毎月委員会を開催し現在に至ります。主な活
動内容は患者様からのご意見、入院患者様アンケートの集計、これらに基づいた院内サービス環境の整
備、該当部署への通知と対応策の依頼、患者様のご意見に対する回答掲示を行っております。この他にも
院内にいながら季節を感じ和んでいただけるように敬老の日・ひな祭り・こどもの日や七夕・クリス
マス・お正月など季節の飾り付けを1階エントランスにて実施しております。
　本来であればこれらの他にも患者様満足度調査や例年行っている構内清掃なども計画しておりますが、
コロナ禍ということもありしばらくは実施出来そうにありません。十分な活動が出来ない状況ではあり
ますが、今後も病院内の各部署と連携を取りながら、患者様サービスの向上に努めてまいります。
お気づきの点がございましたら些細なことでも結構ですのでご確認をお聞かせいただければ幸いです。

地域包括ケア病床について

地域医療連携室 課長代理  木村 健吾地域医療連携室 課長代理  木村 健吾

サービス向上委員会
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地域医療研修 ／ リハビリテーション科 臨床実習の感想

下田メディカルセンター 名誉院長のご挨拶
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